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 互いの思いが『共鳴』した附中祭「春」  
 今年度は、当日までの天候に恵まれ、練習を重ねる毎に予想を超え
る成長に感動する日々でした。本番では、勝利を目指して全力で競技
に挑んだことはもちろん、競技前には、競い合うライバル同士であっ
ても声をかけ合ったりみんなで円陣を組んだりして士気を高める姿
が、競技後には、互いの健闘を心から讃え合う姿がありました。創作
演技では、音響のトラブルがあった団にやり直しの機会を求める声
が挙がるなど、互いの団を思いやる気持ちに、会場全体が 「共鳴」し、
温かい雰囲気に包まれました。今年度の 「春」のテーマ 「共鳴」に込
めた意味を共有し、その具現化を追求する中で一人一人が成長した
こと、そして、各学級や縦割り集団が団結し、集団としても成長でき
たことを心から嬉しく思います。たいへん立派でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 美術部が作成したパネルは、全団の色を取り入れられるとともに、波しぶきの中に各団の団長の
名前がデザインされていました。「春」に色を添えるだけでなく、美術部の温かさが滲み出た力作
でした。 

令和８年度 附中祭「春」成績 
 各学年の部 縦割りの部 創作演技の部 

優勝 
１－３ 
(青) 

２－２ 
(赤) 

３－３
（青） 

青団 
（3－3、2－3、1－3） 

黄団 
（3－4、2－4、1－4） 

準優勝 
１－２ 
(赤) 

２－１ 
(白) 

３－４ 
(黄) 

赤団 
（3－2、2－2、1－2） 

赤団 
（3－2、2－2、1－2） 

 〇 実行委員長 浜田栞名さんの開会式の挨拶 

  今、全校生徒で創り上げる、最高の「春」が始まろうとしています。 
 今年度の附中祭のスローガンは、「共鳴」です。このスローガンを体現するため、私たちは 「同
じ熱量で取り組む」を合言葉に、練習に励んできました。特に、創作練習では、団長や副団長、
創作リーダーを中心として、団員全員が完成度の高い作品を作り上げるために、他人に任せるの
ではなく、主体的に練習に取り組む姿勢を大切にしてきました。練習を積み重ねるごとに個々の
動きが洗練され、一つの大きなうねりとなっていくのを肌で感じ、自信を深めてきました。 

  競技で全力を尽くすこと。係として仲間をサポートすること。そして、輝く仲間に心からの応
援を届けること。その全てが、同じ熱量で響き渡ることで、私たちの思いが 「こえ」として共鳴
し、この附中祭「春」をどこまでも熱く押し上げてくれるはずです。 
 皆さん、少し考えてみてください。一度きりのこの「春」、あなたはどのようなものにしたい
ですか。それは、まだ周りには明かしていない、小さな 「こえ」です。その 「こえ」を周りに発
信し、重なってこそ最高の 「春」を創り上げることができます。今日は、それぞれが描く理想の
「春」を全力で体現する、そんな一日にしましょう。 
 保護者の皆様、ご来賓の皆様。本日こうして附中祭を開催できるのは、皆様の温かいご支援と
励ましのおかげです。心より感謝申し上げます。生徒全員が全力を尽くし、互いを認め合い、支
え合いながら限界に挑む私たちの姿を、ぜひ最後まで見届けてください。本日は、応援よろしく
お願いいたします。 
 さあ、私たちの附中祭「春」、幕開けです。これまで積み上げてきたものを全て発揮しましょ
う。私たち全員の手で、過去最高の附中祭を創り上げていきましょう。 

 



 〇 実行副委員長 眞喜屋翔星さんの閉会式の挨拶 

令和８年度の附中祭「春」が、今、静かに幕を下ろそうとしています。 
同じ熱量、同じ志を持つことで生まれる「共鳴」。今日、このグラウンドのあちこちで魂が響

き合うような 「共鳴」する瞬間を目の当たりにしました。競技に全力を尽くす姿、細部までこだ
わった創作演技を全身で表現する姿はとても印象的でした。今日のために、学級で、学年で、各
団で練習を積み重ね、思いを共有してきた成果だと思います。 

一方で、表には見えないところで附中祭 「春」を支えた人もいます。朝早くから会場設営に携
わり、この場を整えた人、競技を円滑に進めるために事前準備にたくさんの時間を割いた人、テ
ーマを表現するために試行錯誤しながら演技構成を考えた人。皆さんが自分の役割をしっかりと
把握し、全うしたからこそ、今日の附中祭「春」がよりすばらしいものになりました。 

保護者の皆様、ご来賓の皆様、本日はありがとうございました。 
皆様の声援に、私たちはいつも励まされています。本日もたくさんの声援と拍手をいただき、本
当にありがとうございました。 

先生方。今まで附中祭 「春」の練習や準備を支えてくださり、本当にありがとうございました。
一番近くで附中生を温かく見守り、時には厳しく指導してくださり、附中祭 「春」を成功に導い
てくださりました。本当にありがとうございました。 

そして、生徒の皆さん、今日まで本当にお疲れさまでした。私たちが響かせた “こえ”は確か
に附中の歴史と私たちの心に刻まれました。しかし、附中祭 「春」は、ゴールではなく、明日へ
とつながる通過点に過ぎません。附中祭「春」の練習や準備で培った力、経験を未来に「共鳴」
させて、これからの学校生活をより良いものにしていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
   
  
 
 

２７日（水） 
２８日（木） 
２９日（金） 

幼小中合同避難訓練 （不審者対応） 
歯科検診（２－１・２、３年） 
歯科検診（２－３・４、１年） 

会場撤去後に、団ごとの解団式、全校結団式を行い、この「春」の大成功を次へとつなげる
べく附中生一丸となってより高きを目指していくことを誓い合いました。最後は、全員で集合
写真のベストショット。全員がとびきりの笑顔でした。これぞ、附中生！ 

 来週の予定   附中祭「春」の忘れ物について  

附中祭 「春」の忘れ物を職員室で預かってお
りますので、お心当たりがある場合は御連絡
をお願いします。来週末までに引き渡しがで
きなかった物は、処分しますことを御了承く
ださい。 


